
政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に

www.chukoren.jp
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平
成
二
十
五
年
度
私
学
関
係
政

府
予
算
案
の
う
ち
、「
私
立
高
等

学
校
等
の
施
設
整
備
費
に
対
す
る

補
助
」
は
一
億
六
千
九
百
万
円
、

復
興
特
別
会
計
分
を
含
め
る
と
約

四
十
七
億
二
千
七
百
万
円
。
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
や
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
耐
震
補
強
、
防
災
機
能
強
化

等
を
目
的
と
し
た
補
助
だ
が
、
情

報
教
室
や
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
で

は
、
補
助
対
象
事
業
費
の
下
限
額

を
二
百
五
十
万
円
に
引
き
下
げ
、

Ｉ
Ｔ
設
備
と
一
体
の
場
合
は
百
五

十
万
円
と
し
て
い
る
。
校
舎
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
百
五
十
万

円
、防
犯
対
策
は
二
百
万
円
、エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事
業
は
五
百
万

円
へ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
大
幅
に
下

限
額
を
引
き
下

げ
、
小
規
模
な

事
業
も
補
助
対

象
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等

学
校
等
Ｉ
Ｔ
教

育
設
備
整
備
推

進
事
業
」
は
一

億
四
千
七
百
万

円
で
、
補
助
対

象
事
業
費
の
下

限
額
が
二
百
五

十
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い

る
。一

方
、
平
成

二
十
四
補
正
予

算
で
は
私
立
高

校
等
に
対
す
る

施
設
設
備
関
係
補
助
と
し
て
七
十

億
円
近
い
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
耐
震
改
修
の
補
助
対
象
事
業

費
の
上
限
が
平
成
二
十
七
年
度
ま

で
の
時
限
措
置
と
し
て
外
さ
れ
、

避
難
所
の
指
定
を
受
け
た
私
立
高

校
等
へ
の
自
家
発
電
設
備
の
単
体

整
備
が
補
助
対
象
化
さ
れ
た
。
可

搬
式
は
対
象
外
。
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
で
も
補
助
対
象
事
業
費

の
下
限
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
改
修

事
業
の
自
己
負
担
分
に
、
利
率
〇

・
五
％
、
融
資
期
間
二
十
年
（
う

ち
据
え
置
き
期
間
二
年
）
の
長
期

低
利
融
資
が
設
け
ら
れ
た
。

私立高等学校等の経常費助成費等に対する補助
平成２５年度予定額 １０２，２１４，０００千円
【平成２４年度予算額 １００，３１４，０００千円】

［内訳］

生徒等１人あたり単価（円）

平成２４年度
予算

５２，９５８

４６，１３３（前）
５２，９５８（後）

４６，１３３

４４，５３１

２２，６４２

�

�

�

６８，３３５

�

�

�

�

�

�

※高等学校には広域以外の通信制課程を含む。また、単価については全日制・定時制の単価である。

平成２５年度
予定

５３，３２９

４６，４５６（前）
５３，３２９（後）

４６，４５６

４４，８４３

２２，８００

�

�

�

６８，３３５

�

�

�

�

�

�

金額（百万円）

比較増
△減額

３９７

３１

５

４２

３９

５１４

８５６

５５２

４

０

１，４１２

１，９２６

▲２６

▲２６

１，９００

平成２４年度
予算額

４９，４４５

４０７

１０，８８０

３，２６４

２４，４３７

８８，４３３

３，１６５

５，５１３

２７０

２７６

９，２２４

９７，６５７

２，６５７

２，６５７

１００，３１４

平成２５年度
予定額

４９，８４２

４３８

１０，８８５

３，３０６

２４，４７６

８８，９４７

４，０２１

６，０６５

２７４

２７６

１０，６３６

９９，５８３

２，６３１

２，６３１

１０２，２１４

区分

高 等 学 校（※）

中 等 教 育 学 校
（前：前期課程、後：後期課程）

中 学 校

小 学 校

幼 稚 園

小 計

幼稚園特別 支 援 教 育 経 費

教 育 改 革 推 進 特 別 経 費

過 疎 高 等 学 校 特 別 経 費

授業料減免事業等支援特別経費

小 計

計

特 定 教 育 方 法 支 援 事 業

計

合 計

一

般

補

助

特

別

補

助

私立高等学校等の施設整備費に対する補助
平成２５年度予定額 １６８，７７７千円
（復興特別会計 ４，５５８，０４９千円）
《平成２４年度補正予算案 ４，９２７，０００千円》
【平成２４年度予算額 ２６９，７３５千円】
（復興特別会計 ４，６１５，３８０千円）

エコキャンパス推進事業

３４百万円
（３８百万円）

太陽光発電、校舎のエコ改修、校
舎内外の緑化、雨水・排水の再利
用などのために行う校舎施設の改
造工事に対する補助

工事費、実施設計費及び設置経費
に要する経費

上限：２億円
下限：１，０００万円

私立の高等学校、中等教育学校、中学校、小学校及び特別支援学校

１／３以内

※ 平成２７年度事業までの時限措置

【補助対象事業費の下限額緩和】（平成２５年度事業）
・情報教室や校内ＬＡＮの整備（下限額１，０００万円→２５０万円）※ＩＴ設備と一体の場合は１５０万円
・校舎等のバリアフリー化（下限額１，０００万円→１５０万円）・防犯対策（下限額４００万円→２００万円）
・エコキャンパス推進事業（下限額１，０００万円→５００万円）

防災機能強化
施設整備費補助

９８百万円
（１５８百万円）

耐震診断を含む施設の耐震補強及
び安全機能強化（防犯対策、アスベ
スト対策）、防災機能強化（非構造
部材の耐震対策、備蓄倉庫、自家発
電設備等の整備）のために行う工
事等に対する補助

工事費、実施設計費及び事業を実
施するために必要な経費

上限：２億円
（耐震補強は上限無し ※）
下限：４００万円

１／３以内
�
�
Ｉｓ値０．３未満の施設の耐震
化は１／２以内

�
�

高機能化整備費補助

３７百万円
（７３百万円）

情報教室や校内ＬＡＮの整備、校
舎等のバリアフリー化、カウンセ
リングルームの整備など教育内容
・方法等の改善のために行う校舎
の改造工事などに対する補助

工事費、実施設計費及び教育装置
の購入に要する経費

上限：２億円
下限：１，０００万円

１／３以内

区分

２５年度
予定額

（２４年度予算額）

補助対象
事業

補助対象
経費

補助対象
事業費

補助対象校

補助率

私立高校等
施設設備補助

補
助
対
象

事
業
費
の

下
限
額
を
引
き
下
げ

耐
震
改
修
で
は

上
限
を
撤
廃
２７
年
度

ま

で
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平成２５年度
税 制 改 正

教
育
資
金
の
一
括

贈
与
が
非
課
税
に

学
校
法
人
へ
の
個
人
寄
附
の
税
額
控
除

要
件
の
見
直
し
は
「
長
期
検
討
」
に

私
立
高
校
等
経
常
費
助
成
に
係

る
平
成
二
十
五
年
度
の
地
方
交
付

税
措
置
（
案
）
が
、
前
年
度
比
六

十
五
億
円
（
一
・
二
％
）
増
の
五

千
六
百
十
四
億
円
（
私
立
高
校
生

徒
授
業
料
軽
減
費
分
百
十
億
円
含

む
）
で
内
定
し
た
。
�
左
表
参
照

地
方
交
付
税
措
置
と
平
成
二
十

五
年
度
の
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
補
助
（
国
庫
補
助
）
一

千
二
十
二
億
一
千
四
百
万
円
を
合

わ
せ
た
、
私
立
高
校
等
に
対
す
る

財
源
計
画
は
、
前
年
度
比
八
十
一

億
七
千
六
百
万
円
（
一
・
二
％
）

増
の
六
千
六
百
三
十
六
億
一
千
四

百
万
円
と
な
っ
た
。

財
源
計
画
を
生
徒
等
一
人
当
た

り
単
価
で
み
る
と
、
私
立
高
校（
全

日
制
・
定
時
制
）
は
、
前
年
度
比

二
千
九
百
七
十
一
円
（
一
・
〇

％
）
増
の
三
十
一
万
三
千
二
百
二

十
九
円
で
、
そ
の
ほ
か
私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
一
万
一
千

百
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

中
学
校
は
、
前
年
度
比
二
千
九

百
二
十
三
円
（
一
・
〇
％
）
増
の

三
十
万
五
千
八
百
五
十
六
円
。

小
学
校
は
三
十
万
四
千
二
百
四

十
三
円
、
幼
稚
園
は
十
七
万
三
千

七
百
円
で
、
い
ず
れ
も
前
年
度
比

一
・
〇
％
の
増
額
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
税
制
改
正

が
こ
の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。

文
部
科
学
省
の
要
望
事
項
で
認

め
ら
れ
た
の
は
五
点
。
そ
の
中
で

学
校
教
育
関
係
は
、
教
育
資
金
の

一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課

税
措
置
の
創
設
（
贈
与
税
）
と
、

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
関
係

な
ど
合
わ
せ
て
三
点
。

こ
の
う
ち
教
育
資
金
の
一
括
贈

与
は
、
祖
父
母
や
親
（
贈
与
者
）

が
子
・
孫
（
受
贈
者
）
名
義
の
金

融
機
関
口
座
等
に
教
育
資
金
を
一

括
し
て
拠
出
し
た
場
合
、
贈
与
税

が
非
課
税
と
な
る
も
の
。
限
度
額

は
子
・
孫
ご
と
に
千
五
百
万
円
。

教
育
資
金
の
使
途
は
金
融
機
関
が

領
収
書
を
チ
ェ
ッ
ク
、
書
類
を
保

管
し
、
孫
等
が
三
十
歳
に
達
し
た

日
に
口
座
等
は
終
了
と
な
る
。
今

年
四
月
一
日
か
ら
二
十
七
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
措
置
。
教
育

資
金
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て

は
今
後
、
文
部
科
学
大
臣
と
財
務

大
臣
が
協
議
し
て
決
め
る
。
一

方
、
学
校
法
人
へ
の
個
人
寄
附
に

係
る
税
額
控
除
の
要
件
の
見
直
し

（
所
得
税
）
は
、「
長
期
検
討
」

と
整
理
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
般
社

団
法
人
・
財
団
法
人
に
移
行
し
た

都
道
府
県
私
立
学
校
退
職
金
団
体

の
退
職
金
事
業
に
係
る
利
子
等
の

非
課
税
措
置
（
所
得
税
等
）
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
文
科
省
で
は

各
都
道
府
県
の
私
学
退
職
金
団
体

の
四
分
の
三
が
公
益
法
人
化
を
目

指
す
意
向
の
た
め
、
税
制
改
正
と

公
益
法
人
化
促
進
の
双
方
を
視
野

に
、
私
学
退
職
金
団
体
の
財
政
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
方
針
。

２５年度私立高校等

助成財源計画内定

高
校
単
価
３
１
３
２
２
９
円
に

中
学
単
価

３
０
５
８
５
６
円
、前
年
度
比

一
％
増
額
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本
連
合
会
の
第
六
回
常
任
理
事

会
が
二
月
十
九
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
、
平
成
二
十
五
年
度

事
業
計
画
案
、
同
予
算
案
等
を
審

議
、原
案
通
り
承
認
し
、三
月
十
一

日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会

議
に
提
案
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

平
成
二
十
五
年
度
事
業
に
関
し

て
は
、
前
年
度
を
踏
襲
し
つ
つ
、

安
倍
政
権
下
で
教
育
改
革
が
積
極

的
に
行
わ
れ
る
見
通
し
の
た
め
、

都
道
府
県
協
会
長
・
事
務
局
長
会

議
の
開
催
を
年
二
回
に
増
や
す
な

ど
し
て
、
情
報
の
一
層
の
共
有
を

進
め
、
私
学
協
会
と
の
連
携
強
化

を
図
る
。
高
校
無
償
化
・
高
校
等

就
学
支
援
金
へ
の
所
得
制
限
導
入

が
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
公
立
高

校
と
私
立
高
校
に
お
け
る
保
護
者

の
教
育
費
負
担
に
つ
い
て
実
質
的

な
平
等
実
現
を
目
指
す
。

さ
ら
に
消
費
税
の
税
率
の
引
き

上
げ
で
は
、
私
立
学
校
は
転
嫁
し

づ
ら
い
た
め
、
私
学
全

体
と
し
て
軽
減
措
置
を

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
中
高
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
日
の
常
任
理
事

会
で
は
、
平
成
二
十
五

年
度
政
府
予
算
案
等
が

先
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
文
部
科
学

省
の
小
松
親
次
郎
・
高

等
教
育
局
私
学
部
長
と

矢
野
和
彦
・
同
私
学
助
成
課
長
が

出
席
し
、
平
成
二
十
五
年
度
私
学

関
係
予
算
案
等
を
説
明
し
た
。

こ
の
中
で
小
松
部
長
は
、
平
成

二
十
四
年
度
補
正
予
算
案
と
二
十

五
年
度
予
算
案
は
十
五
か
月
予
算

と
言
っ
て
お
り
、
二
十
四
年
度
補

正
予
算
案
に
つ
い
て
も
、
四
月
以

降
、
新
年
度
予
算
と
同
じ
よ
う
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
方
針
を

説
明
、
ま
た
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

が
、
引
き
続
き
改
築
・
新
築
に
対

す
る
補
助
実
現
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
私

学
か
ら
も
工
夫
を
出
し
て
ほ
し
い

と
要
請
し
た
。
私
立
学
校
施
設
の

耐
震
化
に
は
国
と
し
て
全
面
的
に

努
力
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
都
道
府
県
を
含
め
あ
ら
ゆ
る

方
面
か
ら
の
努
力
が
重
要
な
こ
と

な
ど
を
強
調
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
福
島
県
の
常
任
理

事
か
ら
は
放
射
能
検
査
の
充
実

等
、
子
ど
も
の
健
康
管
理
の
徹
底

を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
小

松
部
長
は
、
要
望
を
担
当
課
に
伝

え
る
と
答
え
た
。

本
連
合
会
の
第
五
回
常
任
理
事

会
が
一
月
十
五
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、

吉
田
晋
会
長
が
校
務
に

よ
り
欠
席
し
た
た
め
、

近
藤
彰
郎
副
会
長
が
議

長
を
務
め
、
報
告
・
審

議
が
進
め
ら
れ
た
。

初
め
に
福
島
康
志
事

務
局
長
が
、
平
成
二
十

四
年
度
政
府
補
正
予
算

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

国
会
に
提
出
さ
れ
た
こ

と
、
二
月
中
に
は
成
立

の
見
通
し
で
、
続
い
て
一
月
末
に

は
平
成
二
十
五
年
度
政
府
予
算
案

が
閣
議
さ
れ
る
見
通
し
に
あ
る

が
、
四
月
一
日
ま
で
の
成
立
は
難

し
い
な
ど
の
最
新
情
勢
を
説
明
し

た
。ま

た
、
公
立
高
校
授
業
料
無
償

制
・
高
校
等
就
学
支
援
金
制
度

は
、
平
成
二
十
五
年
度
は
ほ
ぼ
従

来
通
り
で
、
平
成
二
十
六
年
度
以

降
、
所
得
制
限
を
導
入
す
る
な
ど

見
直
し
が
図
ら
れ
る
予
定
に
あ
る

こ
と
、
二
十
五
年
度
税
制
改
正
の

見
通
し
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

常
任
理
事
か
ら
は
、
補
助
金
削

減
を
ち
ら
つ
か
せ
て
私
立
学
校
に

耐
震
化
を
迫
る
地
方
自
治
体
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
で

急
場
を
し
の
い
で
も
、
や
が
て
老

朽
化
し
た
施
設
は
改
築
の
必
要
性

に
迫
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

連
合
会
で
は
改
築
の
場
合
で
も
改

修
事
業
相
当
の
補
助
金
は
認
め
て

ほ
し
い
と
文
部
科
学
省
に
要
望
し

て
い
る
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
生

徒
収
容
委
員
会
の
長
塚
篤
夫
委
員

長
が
昨
年
十
一
月
二
十
九
日
に
全

国
生
徒
収
容
対
策
会
議
を
開
い
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。
ま
た
日

本
私
学
教
育
研
究
所
の
中
川
武
夫

所
長
が
研
修
会
の
予
定
等
を
報
告

し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
文
部

科
学
省
の
牛
尾
則
文
・
高
等
教
育

局
私
学
部
参
事
官
と
同
参
事
官
室

の
田
辺
和
秀
専
門
官
が
、
現
在
作

業
の
進
ん
で
い
る
学
校
法
人
会
計

基
準
の
見
直
し
状
況
や
当
面
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。
高
校
等
の
知

事
所
轄
法
人
は
平
成
二
十
八
年
四

月
か
ら
の
実
施
と
な
る
予
定
。

第 ６ 回
常任理事会

平

成

２５
年
度

事
業
計
画
案
等
を
審
議

文
科
省
・
小
松
私
学
部
長
ら
も
出
席

第 ５ 回
常任理事会

平

成

２４
年
度

補
正
予
算
案
な
ど
の

最
新
情
勢

報
告

学
校
法
人
会
計
基
準
見
直
し
の

状
況
説
明
も

あいさつする吉田会長、右隣が小松私学部長

議長を務めた近藤副会長（左から２人目）
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本
連
合
会
は
、
こ
の
ほ
ど
「
平

成
二
十
四
年
度
調
査
報
告
書
」
を

ま
と
め
た
。こ
の
調
査
報
告
書
は
、

全
国
の
学
校
法
人
の
私
立
中
学

校
、私
立
高
校
全
日
制
、私
立
高
校

定
時
制
・
通
信
制
、
私
立
中
等
教

育
学
校
、
私
立
高
校
専
攻
科
に
関

し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
の
入
学

状
況
や
生
徒
数
等
を
調
査
、
集
計

し
た
も
の
。

そ
の
概
況
は
次
の
通
り
。（
中

学
校
）中
学
校
七
百
六
十
五
校
、

中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
十
七
校

の
う
ち
、
現
在
活
動
し
て
い
る
中

学
校
は
七
百
三
十
三
校
と
中
等
教

育
学
校
が
十
七
校
で
計
七
百
五
十

校
が
調
査
対
象
。
そ
の
う
ち
男
子

校
は
八
十
四
校
（
一
一
・
二
％
）、

女
子
校
は
二
百
八
校
（
二
七
・
七

％
）、
共
学
校
は
四
百
五
十
三
校

（
六
〇
・
四
％
）、
男
子
部
・
女
子

部
校
は
五
校
（
〇
・
七
％
）
だ
っ

た
。
七
百
五
十
校
の
生
徒
数
は
、

二
十
五
万
五
千
五
百
五
十
人
で
前

年
度
に
比
べ
三
千
五
百
十
二
人

（
一
・
四
％
）
減
少
し
て
い
た
。

一
校
当
た
り
の
平
均
生
徒
数
は
三

四
〇
・
七
で
、前
年
度
比
六
・
六
人

の
減
少
。
入
学
志
願
者
数
を
見
る

と
、
九
万
八
千
百
七
十
八
人
の
入

学
定
員
に
対
し
て
、
四
十
万
二
千

二
百
十
二
人
が
入
学
を
志
願
、
平

均
競
争
率
は
三
・
四
倍
だ
っ
た
。

（
高
校
全
日
制
）
全
国
の
高
校
全

日
制
千
三
百
十
二
校
、
中
等
教
育

学
校
後
期
課
程
十
七
校
の
う
ち
、

活
動
校
千
三
百
十
九
校
（
高
校
全

日
制
千
三
百
五
校
、
中
等
教
育
学

校
後
期
課
程
十
四
校
）
を
調
査
対

象
と
し
た
。
高
校
全
日
制
の
生
徒

数
は
百
一
万
四
千
五
十
五
で
前
年

度
に
比
べ
一
万
六
千
四
百
三
十
五

人
（
一
・
六
％
）増
加
し
て
い
た
。

一
校
当
た
り
の
平
均
生
徒
数
は
七

六
八
・
八
人
で
前
年
度
に
比
べ
る

と
一
三
・
六
人
増
加
し
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
電
子
黒
板
の
設
置

状
況
や
、
各
都
道
府
県
の
私
立
高

校
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
被
災

生
徒
の
受
け
入
れ
状
況
な
ど
も
掲

載
し
て
い
る
。

本
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
「
平
成

二
十
四
年
度
都
道
府
県
私
学
助
成

状
況
調
査
報
告
書
」
を
ま
と
め

た
。
こ
の
調
査
報
告
書
は
、
毎
年
、

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部

私
学
助
成
課
や
都
道
府
県
私
立
学

校
主
管
課
等
の
協
力
を
得
て
、
調

査
・
集
計
し
て
い
る
も
の
で
、
都

道
府
県
の
私
学
助
成
に
係
る
国
庫

補
助
状
況
や
、
都
道
府
県
の
私
学

助
成
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
。
具

体
的
に
は
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
金
な
ど
の
推
移

や
、
各
都
道
府
県
の
私
立
中
学
・

高
校
授
業
料
等
軽
減
補
助
の
実
施

状
況
、
各
都
道
府
県
独
自
の
補
助

状
況
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

都
道
府
県
の
私
学
助
成
に
関
し

て
は
国
庫
補
助
と
地
方
交
付
税
に

よ
り
財
源
措
置
が
さ
れ
て
い
る

が
、
助
成
額
が
そ
の
標
準
額
を
下

回
る
県
、
つ
ま
り
私
学
助
成
財
源

を
他
に
流
用
し
て
い
る
県
が
こ
の

十
年
間
で
徐
々
に
増
え
て
お
り
、

平
成
二
十
三
年
度
で
は
十
府
県
に

も
上
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
公
立
高
校
授
業

料
無
償
制
・
高
校
等
就
学
支
援
金

制
度
に
関
し
て
、
新
た
に
所
得
制

限
を
導
入
す
る
な
ど
見
直
し
を
図

る
方
針
だ
が
、
こ
の
ほ
ど
教
育
団

体
等
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
本
連
合
会
の
回
答

要
旨
は
次
の
通
り
。
①
同
制
度
を

含
む
現
行
の
修
学
支
援
施
策
へ
の

評
価
�
就
学
に
つ
い
て
の
経
済
的

負
担
が
一
定
程
度
軽
減
さ
れ
、
そ

の
意
味
で
は
効
果
が
あ
る
。
し
か

し
公
私
で
取
扱
い
が
異
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
支
援
額
は
同
額
な

点
は
見
直
す
際
の
根
本
的
課
題
。

②
今
後
の
修
学
支
援
の
方
向
性
に

つ
い
て
�
公
私
と
も
に
所
得
制
限

を
設
け
る
こ
と
は
是
認
。

所
得
制
限
に
よ
り
捻
出
さ
れ
た

財
源
は
、
低
所
得
世
帯
の
支
援
と

拡
充
と
、
都
道
府
県
間
で
の
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
国
に
よ
る
支
援

水
準
の
向
上
に
。
所
得
制
限
の
導

入
時
期
に
つ
い
て
は
、
所
得
証
明

の
確
認
・
把
握
は
学
校
現
場
に
馴

染
ま
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
体
制

整
備
に
め
ど
を
つ
け
た
上
で
の
導

入
が
前
提
。
③
そ
の
他
見
直
し
事

項
�
都
道
府
県
間
で
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
国
の
関
与
と
責
任
の
明

確
化
が
必
要
。

本
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、「
平

成
二
十
四
年
度
公
私
立
高
等
学
校

協
議
会
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

報
告
」
を
ま
と
め
た
。

こ
の
調
査
報
告
は
、
公
私
立
高

等
学
校
協
議
会
の
開
催
状
況
や
協

議
内
容
、
公
私
立
高
校
の
公
私
収

容
比
率
、
平
成
二
十
五
年
度
公
私

立
中
学
高
校
の
入
学
者
選
抜
、
公

私
立
高
校
の
入
学
状
況
等
を
調
査

・
集
計
し
た
も
の
。

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
に
ま
と

め
た
中
間
報
告
以
降
に
実
施
し
た

調
査
の
結
果
等
を
加
え
た
最
終
版

で
、
全
体
で
四
十
ペ
ー
ジ
。

こ
の
う
ち
平
成
二
十
五
年
度
公

私
立
中
学
高
校
の
入
学
者
選
抜
で

は
、
公
立
中
高
一
貫
校
（
中
等
教

育
学
校
・
併
設
型
中
学
校
）
の
入

学
者
選
抜
日
程
や
受
検
（
志
願
）

倍
率
も
調
査
し
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
公
立
中
高
一
貫
校
の
平

成
二
十
五
年
度
志
願
倍
率
の
全
国

平
均
は
四
・
一
倍
で
、
前
年
度
に

比
べ
〇
・
〇
八
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

て
い
た
。

私
立
高
校
生
１００
万
人
台
回
復

２４
年
度
調
査
報
告
書
ま
と
め
る

文科省アンケ
ートに回答

公
私
と
も

所
得
制
限
は
是
認

公
立
高
校
授
業
料

無
償
化
・
就
学
支
援
金
で

平平
成成
２２４４
年年
度度
都
道
府
県
私私
学学
助助
成成
状状
況況
調調
査査
報報
告告
書書

平平
成成
２２４４
年年
度度
公公
私私
協協
調調
査査
報報
告告
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政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議

（
鎌
田
薫
座
長
�
早
稲
田
大
学
総

長
）
は
、
二
月
二
十
六
日
、
総
理

官
邸
で
の
第
三
回
会
合
で
第
一
次

提
言
「
い
じ
め
問
題
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て
」
を
と
り
ま
と
め
、
安

倍
総
理
に
提
出
し
た
。
①
道
徳
を

新
た
な
枠
組
み
に
よ
っ
て
教
科
化

す
る
②
社
会
総
が
か
り
で
い
じ
め

に
対
峙
し
て
い
く
た
め
の
法
律
の

制
定
③
い
じ
め
に
向
き
合
う
責
任

あ
る
体
制
の
構
築
④
毅
然
と
し
た

適
切
な
指
導
⑤
体
罰
禁
止
の
徹
底

と
部
活
動
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
等
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
い
じ
め
問
題
へ
の
対

応
に
関
す
る
法
律
制
定
に
つ
い
て

は
、
い
じ
め
の
定
義
、
社
会
総
が

か
り
で
対
峙
し
て
い
く
姿
勢
、
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
子
を
全
力
で
守

る
大
人
の
責
務
、
相
談
体
制
や
関

係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
の
構

築
、
い
じ
め
へ
の
迅
速
か
つ
毅
然

と
し
た
対
応
（
通
報
、
被
害
者
支

援
、
加
害
者
指
導
等
）
を
法
律
に

盛
り
込
む
必
要
性
を
指
摘
。

ま
た
毅
然
と
し
た
適
切
な
指
導

で
は
、
校
長
及
び
教
員
は
加
害
児

童
等
へ
の
懲
戒
を
行
い
、
ま
た
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
必
要
な
時
に
は
教
育
委

員
会
は
加
害
児
童
等
の
保
護
者
に

当
該
児
童
等
の
出
席
停
止
措
置
等

を
行
う
こ
と
、
な
ど
を
求
め
て
い

る
。
体
罰
等
に
関
し
て
は
、
体
罰

禁
止
を
徹
底
す
る
。
教
員
や
部
活

動
指
導
者
に
よ
る
体
罰
に
は
厳
正

な
対
応
で
臨
む
こ
と
、
国
は
子
ど

も
の
自
発
的
行
動
を
促
す
部
活
動

指
導
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
、
部
活
動
指
導
者
に
対
し

て
は
、
適
切
な
指
導
方
法
を
体
得

で
き
る
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
、
部

活
動
自
体
、
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
心
身
の
成
長
を
促
す
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る
。
同
会
議
は
同
日
、
次
な

る
課
題
、
教
育
委
員
会
制
度
の
見

直
し
の
検
討
を
開
始
し
て
お
り
、

夏
の
参
議
院
選
挙
ま
で
に
意
見
の

集
約
を
図
る
予
定
。
中
教
審
の
議

論
を
経
て
来
年
の
通
常
国
会
に
は

改
正
法
が
提
出
さ
れ
る
予
定
。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
の
初

め
て
の
総
会
が
二
月
二
十
七
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友

会
館
で
開
か
れ
た
。
会
長
に
は
三

村
明
夫
・
新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

取
締
役
相
談
役
が
再
任
さ
れ
、
前

期
ま
で
の
審
議
状
況
が
事
務
局
等

か
ら
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
出

席
の
各
委
員
が
、
道
徳
の
教
科
化

や
、
教
育
委
員
会
の
見
直
し
等
に

つ
い
て
意
見
を
発
表
し
た
。

こ
の
日
の
総
会
に
は
文
部
科
学

省
の
下
村
博
文
大
臣
、
福
井
照
副

大
臣
、
義
家
弘
介
大
臣
政
務
官
も

出
席
。こ
の
う
ち
下
村
大
臣
は
、中

教
審
で
は
今
後
、
教
育
再
生
実
行

会
議
の
提
言
等
を
踏
ま
え
教
育
委

員
会
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
、
来

年
の
通
常
国
会
に
は
改
正
法
案
を

提
出
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
大
学
教
育
の
質
と
量
の
在

り
方
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、第
二
期

教
育
振
興
基
本
計
画
に
関
す
る
引

き
続
い
て
の
審
議
を
要
請
し
た
。

こ
の
後
、
委
員
か
ら
は
、「
私

学
も
含
め
教
育
に
か
け
る
お
金
を

削
ら
な
い
で
ほ
し
い
」「
日
本
の
大

学
の
レ
ベ
ル
は
低
い
。
客
観
的
な

数
値
で
国
民
に
分
か
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
道
徳
の
教
科
化
は
今

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
と
十
年

か
か
る
。
あ
ま
り
に
も
遅
い
。
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
」「
大
学
進
学
、

偏
差
値
で
は
な
く
、
二
十
一
世
紀

は
思
考
力
を
培
う
教
育
が
我
々
の

願
い
」
―
―
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
下
村
大
臣
は
、

道
徳
の
教
科
化
に
関
し
て
は
、「
十

年
か
け
る
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な

い
」
と
語
り
、
ま
た
、教
育
に
対
す

る
公
的
投
資
に
関
し
て
は
、「
わ

が
国
の
教
育
に
対
す
る
公
的
投
資

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
最
下
位
に
近

い
。
せ
め
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み

に
し
た
い
。
今
よ
り
十
兆
円
近
く

増
や
す
こ
と
に
な
る
。
国
家
戦
略

を
考
え
、
あ
る
べ
き
日
本
の
形
を

作
り
、
国
民
の
理
解
を
得
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
語
っ
た
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
の
高
等
学
校
教
育
部
会

（
小
川
正
人
部
会
長
）
は
一
月
二

十
八
日
、
文
部
科
学
省
内
で
第
十

七
回
部
会
を
開
い
た
。
第
六
期
中

教
審
最
終
の
部
会
で
、
こ
れ
ま
で

の
審
議
内
容
を
集
約
し
た
「
審
議

経
過
報
告
案
」
が
討
議
さ
れ
、
委

員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
た
末
、
報
告
案
の
細
か
な
修
文

を
小
川
部
会
長
に
一
任
し
て
「
審

議
経
過
報
告
」
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
を
決
め
た
。
た
だ
し
高
校
教

育
の
質
保
証
の
観
点
か
ら
実
施
が

検
討
さ
れ
て
き
た
共
通
的
な
テ
ス

ト
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
規
模
で

行
う
「
希
望
参
加
型
の
テ
ス
ト
」

（
高
校
学
習
到
達
度
テ
ス
ト
・
仮

称
）
と
し
た
こ
と
に
、
複
数
の
委

員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
小
川
部

会
長
は
テ
ス
ト
等
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
第
七
期
中
教
審

に
議
論
を
委
ね
る
形
で
議
論
を
収

拾
し
た
。

審
議
経
過
報
告
案
は
Ａ
４
版
二

十
二
ペ
ー
ジ
。
全
て
の
生
徒
に
共

通
し
て
身
に
付
け
さ
せ
る
「
コ

ア
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
高
校
教
育
の
質
保
証
に
向

け
た
仕
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
的

方
向
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
。

中
教
審
高
校

教
育
部
会

審
議
経
過
報
告
ま
と
め
る

第７期中教審
が初総会開く

三
村
会
長
の
続
投
決
め
る

教
育
振
興
基
本

計
画
や
教
委
制
度
な

ど

審
議
へ

教
育
再
生
実
行
会
議
が
第
一
次
提
言

い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し

道
徳
の
教
科
化
な
ど
打
ち
出
す
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今
回
で
七
回
目
と
な
る
「
香
川

県
私
学
振
興
大
会
」
が
昨
年
十
月

二
十
日
、
香
川
県
高
松
市
の
ア
ル

フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

主
催
は
香
川
県
私
立
中
学
高
等

学
校
保
護
者
会
（
山
本
幸
男
会

長
）、
協
賛
は
香
川
県
私
立
中
学

高
等
学
校
理
事
長
会
（
倉
田
康
男

会
長
）、
香
川
県
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
（
吉
田
莞
爾
会
長
）

な
ど
。

大
会
で
は
、
①
「
私
立
高
等
学

校
・
私
立
中
学
校
・
私
立
幼
稚
園

へ
の
経
常
費
補
助
金
が
、
減
額
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
公
費
支

出
の
公
私
間
格
差
が
早
急
に
解
消

さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
」、

②
「
私
立
高
校
生
の
授
業
料
完
全

無
償
化
の
実
現
を
強
く
要
望
す

る
」、
③
「
公
私
立
の
別
な
く
、

学
校
選
択
の
自
由
を
強
く
要
望
す

る
」、
④
「
私
学
保
護
者
の
『
教

育
費
の
二
重
負
担
』
を
解
消
す
る

よ
う
税
制
上
の
措
置
を
強
く
要
望

す
る
�
�
の
四
点
を
決
議
、
そ
れ

ら
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

ま
た
、
大
会
で
は
、
尽
誠
学
園

高
校
の
尽
誠
太
鼓
部
に
よ
る
演
奏

や
、
高
地
弘
泰
・
日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会
副
会
長
に
よ
る

記
念
講
演
「
格
差
の
必
然
と
適
度

な
負
担
」
が
行
わ
れ
た
。

宮
城
県
私
立
小
中
高
等
学
校
保

護
者
会
連
合
会
（
門
傳
英
慈
会
長
）

と
宮
城
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会（
松
良
千
廣
会
長
）は
昨
年
十

月
二
十
二
日
、
仙
台
市
の
電
力
ホ

ー
ル
で
「
第
三
十
五
回
宮
城
県
私

学
振
興
大
会
」
を
開
催
し
た
。
私

立
中
学
高
校
の
保
護
者
や
教
職
員

ら
約
千
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
中

で
門
傳
会
長
は
、
教
育
費
の
公
私

間
格
差
は
私
立
学
校
が
よ
り
良
い

教
育
を
実
施
す
る
際
の
大
き
な
障

害
だ
と
し
て
、
公
私
間
格
差
の
是

正
を
要
請
、
松
良
会
長
は
、
東
日

本
大
震
災
後
、
同
県
の
補
助
で
多

く
の
私
学
が
立
ち
直
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
た
上
で
、
さ
ら
な
る
支

援
を
要
請
し
た
。
県
か
ら
は
三
浦

秀
一
副
知
事
が
出
席
、「
学
校
教

育
に
お
け
る
私
立
学
校
が
果
た
す

役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
教

育
環
境
の
維
持
向
上
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
お
よ
び
健
全
経
営
の
確

保
の
た
め
、
で
き
る
限
り
私
立
学

校
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と

の
村
井
嘉
浩
知
事
の
祝
辞
を
代
読

し
た
。
中
村
功
・
同
県
議
会
議
長

は
、
県
議
会
と
し
て
も
私
学
教
育

の
振
興
と
教
育
環
境
の
整
備
充
実

に
努
力
し
て
い
く
と
語
っ
た
。
大

会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
学
校
お
よ
び
生
徒
に
対

す
る
十
分
な
支
援
実
現
な
ど
五
項

目
か
ら
な
る
決
議
を
採
択
し
た
。

高
知
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
（
村
岡
高
光
会
長
）
は
昨
年

十
月
二
十
一
日
、
高
知
市
の
高
新

Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
「
第
三
回
高
知

県
私
学
振
興
大
会
」
を
開
催
し

た
。
会
場
に
は
県
内
の
私
立
中
学

高
校
九
校
の
保
護
者
ら
が
集
ま
っ

た
。
後
援
は
高
知
県
私
学
振
興
議

員
連
盟
ほ
か
。

大
会
で
は
、
私
学
経
常
費
補
助

の
維
持
・
拡
充
と
、
保
護
者
教
育

費
負
担
の
公
私
間
格
差
是
正
の
実

現
を
県
等
に
要
請
し
た
。

こ
の
中
で
村
岡
会
長
は
、
県
の

経
常
費
補
助
の
増
額
と
、
県
独
自

の
私
立
学
校
教
育
力
・
強
化
推
進

費
補
助
金
制
度
の
創
設
に
感
謝

し
、「
私
学
は
、
成
果
を
挙
げ
て

い
る
一
方
で
、
私
立
学
校
と
国
公

立
学
校
で
は
、
ま
だ
ま
だ
保
護
者

負
担
に
差
が
あ
る
こ
と
も
事
実
。

私
学
が
真
の
学
校
選
択
の
自
由
の

下
、
公
教
育
の
一
端
を
担
い
、
県

教
育
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
理
解
と
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
あ
い
さ

つ
し
た
。
ま
た
、
高
知
県
私
立
中

学
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
代

表
の
寿
美
玲
子
氏
が
保
護
者
の
要

望
を
読
み
上
げ
、
二
十
一
世
紀
を

支
え
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
真

の
生
き
る
力
を
育
む
場
の
健
全
な

経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
助
成
の

な
お
一
層
の
拡
充
を
訴
え
た
。

佐
賀
県
私
立
学
校
協
会
（
江
口

敏
文
会
長
）
は
昨
年
十
月
二
十
日
、

佐
賀
市
の
佐
賀
市
文
化
会
館
で
、

「
私
学
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
が
あ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
佐
賀
県
私
立
学

校
振
興
大
会
『
さ
が
私
学
フ
ェ
ス

タ
二
〇
一
二
』」
を
開
催
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
同
県
内
の
私

立
学
校
が
学
校
種
を
超
え
て
一
堂

に
会
し
、
私
学
の
魅
力
を
広
く
県

民
等
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
。
当

日
は
約
八
百
人
が
参
加
し
た
。
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
江
口
会
長
は
、
佐
賀
県
の
私

学
に
対
す
る
運
営
費
補
助
金
の
単

価
が
全
国
で
も
上
位
に
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
た
上
で
、
人
間
教
育
に

徹
し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く

人
材
育
成
を
通
じ
て
公
教
育
の
一

端
を
担
っ
て
い
く
決
意
を
新
た
に

し
た
。

大
会
に
は
古
川
康
知
事
も
出

席
、
私
学
関
係
者
を
激
励
し
た
。

ま
た
、
新
延
克
己
・
日
本
私
立

小
学
校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者

会
連
合
会
長
が
来
賓
と
し
て
出

席
、
教
育
費
と
公
費
支
出
の
公
私

間
格
差
の
是
正
を
図
る
た
め
、
経

常
費
補
助
費
の
拡
充
や
、
就
学
支

援
金
制
度
の
維
持
・
拡
充
の
実
現

を
要
請
し
た
。
記
念
講
演
で
は
乙

武
洋
匡
氏
が
「
み
ん
な
ち
が
っ

て
、
み
ん
な
い
い
」
の
演
題
で
講

演
し
た
。

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

香 川

公
私
間
格
差
、早
急

な
解
消
な
ど
決
議

宮 城

知
事
は
、
で
き
る

だ
け
私
学
支
援
す
る

高 知

県
教
育
の
発
展
へ

さ
ら
な
る
支
援
を

佐 賀

知
事
も
出
席
し
て

私
立
学
校
を
激
励
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２
月
１８
日
、
日
私
教
研
の
中
核

事
業
で
あ
る
研
究
・
研
修
事
業
の

内
容
を
審
議
す
る
「
研
究
・
研
修

統
轄
会
議
」
の
７
回
目
の
会
合
が

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
平
成
２４

年
度
の
一
般
研
修
事
業
・
研
究
等

事
業
の
総
括
と
平
成
２５
年
度
の
同

事
業
の
基
本
方
針
等
が
報
告
・
説

明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
平
成
２５
年

度
の
一
般
研
修
事
業
に
つ
い
て
は

前
年
度
と
同
様
、
私
学
経
営
研
修

会
、
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・
各

部
会
及
び
こ
れ
ら
の
研
修
会
で
扱

っ
た
課
題
の
研
究
を
更
に
深
化
さ

せ
全
国
に
発
信
し
て
い
く
全
国
私

学
教
育
研
究
集
会
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
一
方
、
研
究
等
事
業

に
つ
い
て
は
各
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
初
任
者
研
修
会
に
日
私
教
研

の
方
針
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
役

員
等
が
講
師
と
し
て
参
画
し
て
い

く
と
と
も
に
、
次
年
度
の
改
革
に

向
け
引
き
続
き
各
研
修
会
の
実
態

を
視
察
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
教
員
免
許
状
更
新
講
習
も
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

統
轄
会
議
は
所
長
直
轄
の
組
織

で
、
研
究
・
研
修
事
業
全
体
を
統

轄
し
、
毎
年
１１
月
に
当
該
年
度
の

事
業
を
総
括
し
、
２
月
に
次
年
度

の
同
事
業
の
基
本
方
針
等
を
策
定

す
る
。
構
成
員
は
、
所
長
を
議
長

に
一
般
研
修
会
を
所
管
す
る
各
専

門
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副
委
員

長
、
所
長
の
指
名
し
た
理
事
、
研

究
等
事
業
を
所
管
す
る
私
立
学
校

初
任
者
研
修
等
事
業
検
討
委
員

長
、
事
務
局
長
。加
え
て
理
事
長
、

副
理
事
長
が
参
加
す
る
。

な
お
、
次
年
度
の
一
般
研
修
会

の
う
ち
「
私
学
経
営
研
修
会
」
は

６
月
６
・
７
日
（
広
島
市
）、「
私

立
学
校
専
門
研
修
会
」
の
「
教
育

課
程
部
会
」
は
６
月
２８
日
（
東
京

都
千
代
田
区
）、
同
「
法
人
管
理

事
務
運
営
部
会
」
は
８
月
８
日（
東

京
都
千
代
田
区
）、「
第
６１
回
全
国

私
学
教
育
研
究
集
会
大
阪
大
会
」

は
１０
月
２４
・
２５
日
（
大
阪
市
）
に

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。

昨
今
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
が

社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
、
１
月
２９
日
に
「
い
じ
め
対

応
緊
急
説
明
会
」
が
東
京
都
私
学

財
団
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
私
立

中
学
・
高
校
の
管
理
職
ら
全
国
か

ら
１
６
０
余
名
の
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。

当
日
は
文
部
科
学
省
子
ど
も
安

全
対
策
支
援
室
よ
り
池
田
宏
室
長

補
を
講
師
に
迎
え
、「
い
じ
め
の

現
状
と
そ
の
対
応
」
と
題
し
て
い

じ
め
等
の
実
態
や
構
造
、
事
案
が

起
こ
っ
た
時
の
対
応
・
留
意
点
、

国
の
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

日
私
教
研
と
し
て
は
、「
い
じ

め
対
応
」
の
在
り
方
等
に
関
す
る

研
修
会
を
来
年
度
も
開
催
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

○
初
任
者
研
修
地
区
別
研
修
会

�
中
・
高
校
全
国
１２
地
区
、
小
学

校
２
地
区
（
東
日
本
、
西
日
本
）

の
計
１４
地
区
で
６
月
中
旬
～
８
月

下
旬
に
開
催
さ
れ
る
（
全
１
３
８

０
名
）。
〇
初
任
者
研
修
全
国
研

修
会
�
１０
月
１８
日
～
１９
日
（
西
日

本
・
神
戸
市
）
と
１１
月
１
日
～
２

日
（
東
日
本
・
千
葉
市
）
で
開
催

さ
れ
る
（
全
１
２
０
名
）。

〇
１０
年
経
験
者
研
修
会
�
全
国

の
教
職
経
験
１０
年
前
後
の
中
堅
教

員
を
対
象
に
、
夏
期
東
日
本
地
区

�
７
月
３０
日
～
８
月
１
日
（
千
葉

市
）、
夏
期
西
日
本
地
区
�
８
月

５
日
～
７
日
（
京
都
市
）、
秋
期

西
日
本
地
区
�
１０
月
１８
日
～
１９
日

（
神
戸
市
）、
秋
期
東
日
本
地
区

�
１１
月
１
日
～
２
日
（
千
葉
市
）

の
計
４
回
開
催
さ
れ
る
。
夏
期
東

日
本
・
西
日
本
、
秋
期
東
日
本
・

西
日
本
共
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
程
で
参

加
で
き
る
。
近
年
は
参
加
者
が
増

加
し
て
お
り
、
各
学
校
の
中
堅
教

員
に
か
け
る
期
待
の
大
き
さ
が
う

か
が
え
る
。
各
研
修
会
の
案
内
等

に
つ
い
て
は
３
月
中
旬
以
降
、
日

私
教
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
宛
に

実
施
案
内
等
を
直
接
送
付
す
る
。

平
成
２５
年
度
教
員
免
許

状
更
新
講
習
実
施
予
定

来
年
度
教
員
免
許
状
更
新
講
習

は
、
本
年
度
に
準
じ
４
講
習
（
※

養
護
教
諭
対
象
の
選
択
１８
時
間
講

習
を
除
く
）
を
計
画
し
て
い
る
。

好
評
だ
っ
た
私
学
教
員
向
け
の
内

容
で
、
必
修
１２
時
間
講
習
・
選
択

１８
時
間
講
習
を
そ
れ
ぞ
れ
夏
期
休

暇
期
に
東
日
本
（
千
葉
市
）
・
西

日
本
（
京
都
市
）、
冬
期
休
暇
期

に
東
日
本
（
東
京
都
）
・
西
日
本

（
選
択
１８
時
間
�
神
戸
市
、
必
修

１２
時
間
�
京
都
市
）
で
開
催
予

定
。
詳
細
に
つ
い
て
は
３
月
中
旬

以
降
、
日
私
教
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
て
い
く
。

平

成

２５
年
度

研
究
・
研
修
事
業
の
基
本
方
針

な
ど
を
承
認

第
７
回
研
究
・
研
修
統
轄
会
議
を
開
催

い
じ
め
対
応
緊
急
説
明
会
を
開
催

池
田
宏
文
科
省
子
ど
も

安
全
対
策
支
援
室

室
長
補
が
講
演

平

成

２５
年
度

初
任
者
研
修
・
１０
年
経
験
者
研
修
案
内

日
私
教
研
だ
よ
り

講
演
す
る
池
田
宏
・
文
部
科

学
省
子
ど
も
安
全
対
策
支
援

室
長
補
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